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【略歴】
1967（昭和42）年４月 電気通信大学電気通信学部応用電子工学科　入学
1971（昭和46）年３月 同上　卒業
1971（昭和46）年４月 電気通信大学大学院電気通信学研究科応用電子工学専攻修士課程　進学
1973（昭和48）年３月 同上　修了
1973（昭和48）年４月 名古屋大学大学院理学研究科物理学第Ⅱ類専攻博士課程進学
1976（昭和51）年３月 同上　単位取得満期退学
1976（昭和51）年４月 名古屋大学大学院理学研究科　研究生
1977（昭和52）年４月 日本原子力研究所核融合　特別研究生
1978（昭和53）年１月 名古屋大学より理学博士　取得
1978（昭和53）年３月 名古屋大学プラズマ研究所　共同研究員（～1989年３月）
1978（昭和53）年４月 職業訓練大学校電子科　講師
1980（昭和55）年４月 文部省科研費エネルギー特別研究（核融合）第三班
  「炉心制御の基礎」研究協力者（～1988年３月）
1981（昭和56）年10月 職業訓練大学校電子科　助教授
1987（昭和62）年４月 創価大学　非常勤講師（～1991年３月）
1987（昭和62）年４月 職業訓練大学校に研究課程工学研究科新設　同研究科担当
1987（昭和62）年12月 労働省　中央職業能力開発審議会　専門調査員
1989（平成元）年４月 文部省　核融合科学研究所　共同研究員（～1991年３月）
1992（平成４）年４月  職業訓練大学校　電子工学科 教授
1993（平成５）年４月 職業能力開発大学校（名称変更）電子工学科教授、学科主任
1993（平成５）年４月 創価大学　非常勤講師（～1994年３月）　　
1994（平成６）年４月 創価大学経営学部経営学科　教授　現在に至る
1995（平成７）年４月 学部長補佐に併任（～1999年3月）
2000（平成12）年４月 創価大学大学院経済学研究科経済学専攻博士前期課程担当（情報科学
特論、同演習）
2000（平成12）年４月 創価大学コンピュータセンター長に併任（～2002年３月）
2001（平成13）年４月 経営学部長に併任　（～2006年3月）
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2001（平成13）年４月 公益社団法人　私立大学情報教育協会　情報教育方法研究会　運営委
員（～2017年3月）
2006（平成18）年　 大学基準協会専門評価分科会委員、主査（～2010年）
2006（平成18）年４月 キャリアセンター長に併任　（～2010年３月）
【著書】
1.　Maruzen 物理学大辞典（共著）、1988 年 7 月、丸善株式会社。
2.　Mathematica でわかる基礎数学、山中　馨、1997 年 8 月、モイス研究所 ㈱。
3.　Maruzen 物理学大辞典＜第 2 版＞、（共著）、1999 年 7 月、丸善株式会社。
4.　EXCEL で考える統計学、山中　馨、天谷　永、望月　雅光、2015 年 4 月、創成社。
【学術論文】
1．Characteristics of Low Latitude Whistler Propagation Associated with Magnetic Storms in 
March 1970, T. Okuzawa, K. Yamanaka, T. Yoshino, Report of Ionosphere and Space Research in 
Japan. Vol.25, pp.17 - 29, 1971 年 1 月 .
2．A Theoretical Determination of Whistler Dispersion for Some Varieties of Solar Activity, T. 
Okuzawa, K. Yamanaka, Report of the University of Electro - Communications. Vol.30, pp.17 - 30, 
1971 年 10 月 .
3．Guidance of Whistler Wave in the Magnetosphere, along Field Aligned Irregularity with 
a Quadratic Distribution of Ionization Density, T. Okuzawa, K. Yamanaka, Journal of 
Geomagnetism and Geoelectricity, Vol.25, pp.297 - 312  4, 1974 年 12 月 .
4．Enhancement of Damping of Large Amplitude Wave, R. Sugihara, K. Yamanaka, Physics of 
Fluids, Vol.18, pp.114 -116, 1975 年 1 月 .
5．Formation of a High Current Relativistic -Electron - Beam Ring for Plasma Confinement, A. 
Mohri, M. Masuzaki, K. Narihara, T. Tsuzuki, K. Yamanaka, K. Ikuta, Plasma Physics and 
Controlled Nuclear Fusion Research 1976, pp.395 - 402, 1976 年 10 月 .
6．MHD Instability of Plasma Column with an Embedded Ion Beam, K. Ikuta, K. Yamanaka, 
Journal of the Physical Society of Japan, Vol.43, pp.301 -304, 1977 年 7 月 .
7．無衝突 Drift - tearing mode 乱流による熱輸送, K. Yamanaka, 日本原子力研究所研究報告書 
JAERI -M, 7314, 1977 年 10 月 .
8．Threshold of Electro - Magnetic Instability in a Magnetic Neutral Sheet, K. Yamanaka, Physica 
Scripta, Vol.17, pp.15 -22, 1978 年 1 月 .
9．Wave Propagation in the Interplanetary Space, K. Yamanaka, Bulletin of Institute of Vocational 
Training, Vol.8, pp.47 - 55, 1979 年 3 月 .
山中馨教授略歴・	研究目録  
10．Self interaction of Ion Acoustic Waves in Plasmas, K. Yamanaka, Bulletin of Institute of 
Vocational Training, Vol.9, pp.16 -23, 1980 年 3 月 .
11．Anomalous Initial Damping of Large Amplitude Plasma Waves, R. Sugihara, K. Yamanaka,  Y. 
Ohsawa, T. Kamimura, Proceedings of International Conference on Plasma Physics, p.614, 
1980 年 4 月 .
12．Wave Propagation in the Interplanetary Space, K. Yamanaka, H. Obyashi, Proceedings of 
International Conference on Plasma Physics, p.248, 1980 年 4 月 .
13．Initial Damping of Large Amplitude Waves, R. Sugihara, K. Yamanaka, Y. Ohsawa, T. 
Kamimura, Physics of Fluids, Vol.24, pp.434 - 441, 1981 年 3 月 .
14．Low Frequency Electromagnetic Waves in the Interplanetar y Space, H. Obayashi, K. 
Yamanaka, 1982  International Conference on Plasma Physics, p.297, 1982 年 6 月 .
15．アンテナからの放射電磁界とプラズマとの相互作用, 山中馨, 昭和 55 -57 年度文部省科研費研
究成果報告書「波動による高温プラズマの加熱と制御」, pp.356 - 364, 1983 年 3 月 .
16．Finite - Element - Analysis of Fields Radiated from ICRF Antenna, K. Yamanaka, R. Sugihara, 
Japanese Journal of Applied Physics, Vol.23, pp.1348 - 1352, 1984 年 10 月 .
17．核融合プラズマ加熱のための ICRF アンテナの諸特性 , 山中馨 , 職業訓練大学校紀要 , 15A, 
pp.9 - 19, 1986 年 3 月 .
18．Resonance Absorption of ICRF Wave in Plasma, R. Sugihara, K. Yamanaka, Nuclear Fusion, 
Vol.28, pp.2161 -2169, 1988 年 3 月 .
19．二成分プラズマの表面波 , 山中馨 , 杉原亮 , 昭和 63 年度文部省科研費研究成果報告書「高周
波加熱におけるプラズマ輸送と制御の理論・シミュレーション」, pp.88 -95, 1989 年 3 月 .
20．プラズマ境界における表面波と共鳴吸収 , 山中馨 , 杉原亮共著 , 平成元年度文部省科研費
研究成果報告書「高周波加熱におけるプラズマ輸送と制御の理論・シミュレーション」, 
pp.101 - 104, 1990 年 1 月 .
21．New Non -Axisymmetric Eigenmode Associated with an Edge Plasma Layer, K. Yamanaka, R. 
Sugihara, Japanese Journal of Applied Physics, Vol.29, pp.580 -584, 1990 年 3 月 .
22．Nonlinear Ion Cyclotron Resonance in Electromagnetic Wave with Non - Uniform Amplitude, R. 
Sugihara, K. Yamanaka, Journal of the Physical Society of Japan, Vol.63, pp.4386 - 4395, 1994 年
12 月 .
23．Chaotic Motions of Particles’ Trajectories at the Magnetic Neutral Sheet, K. Yamanaka, 創価経
営論集 （Review of Business Administration）, 第 20 巻 第 2 号 pp.15 - 27, 1995 年 11 月 .
24．Deformation of Particle Distribution Function by Lower -Hybrid - Drift Mode in the Field 
Reversed Configuration, K. Yamanaka,「創立 25 周年記念論文集」, 創価大学 , pp.617 - 628, 
1996 年 12 月 .
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25．Environmental and Technological Problems of Alternative Energy Resources, K. Yamanaka, 創
価経営論集 , 第 21 巻 第 1 号 , pp.47 - 57, 1996 年 7 月 .
26．Windows アプリケーション構築ツールとしての C++ と Java の能力分析 , 山中馨 , 創価経営
論集 , 第 23 巻 第 1 号 , pp.1 - 10, 1998 年 7 月 .
27．クライアント / サーバーシステム構築における Java の能力評価 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第
24 巻 第 1・2・3 合併号 , pp.65 - 73, 2000 年 3 月 .
28．JavaBeans によるアプリケーション構築とコンポーネント技術の問題点 , 山中馨 , 創価経営
論集 , 第 25 巻 第 1・2・3 合併号 , pp.9 - 26, 2001 年 3 月 .
29．CORBA と Java RMI による分散オブジェクトシステム構築 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 26 巻 
第 1 号 , pp.211 - 223, 2001 年 12 月 .
30．JSP によるソフトウエアのコンポーネント化とソフトウエア技術者の分業化 , 山中馨 , 創価
経営論集 , 第 27 巻 第 1 号 , pp.1 - 13, 2003 年 1 月 .
31．人間主義経営論の試み , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 28 巻 第 1・2・3 合併号 , pp.115 -127, 2004
年 3 月 .
32．創価大学のファカルティディベロップメント活動と IT 活用 , 単著 , 大学教育と情報 , 第 12
巻 第 4 号 , 2004 年 3 月 .
33．人間主義経営論と松下電器経営革新の精神 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 29 巻 第 1・2 合併号 , 
pp.1 - 13, 2004 年 12 月 .
34．CSR と人間主義リーダーの重要性 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 30 巻 第 1 号 , pp.1 - 16, 2006 年
1 月 .
35．経営学部・経済学部生の入試受験時における学部志望意識調査報告 , 山中馨 , 創価経営論集 ,
第 30 巻 第 1 号 , pp.1 - 16, 2006 年 1 月 .
36．現代経営学からみた大学の人間教育のあり方 , 山中馨 , 世界平和研究 , 通巻 171 号 , pp.17 - 22, 
2006 年 11 月 .
37．情報処理能力アンケート結果に基づいた初年次情報教育のカリキュラム設計 , 山中馨 , 創価
経営論集 , 第 31 巻 第 1・2・3 合併号 , 2008 年 1 月 .
38．人間主義経営への世界的潮流 ―見えざる資産の根底にある精神 , 佐藤完治 , 山中馨 , 世界平
和研究 , Vol.35, No.2, 通巻 181 号 , pp.41 - 62、2009 年 5 月 .
39．社会起業家による「SGI の日」記念提言の具現化 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 35 巻 第 1・2・
3 合併号 , pp.15 - 26, 2011 年 3 月 .
40．社会的企業の評価基準とその適用 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 35 巻 第 1・2・3 合併号 , 
pp.1 - 14, 2011 年 3 月 .
41．「ソーシャルビジネス 55 選」にみる日本の社会起業家の力 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 36 巻 
第 1・2・3 合併号 , pp.1 - 12, 2012 年 2 月 .
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42．三賢人の思想から見た社会貢献組織としての企業と人間の役割 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第
36 巻 第 1・2・3 合併号 , pp.13 - 32, 2012 年 2 月 .
43．“Buddhist Humanism and Leadership of Japanese Business Administrators”, K. Yamanaka, 
International Conference— Practical Wisdom for Management from the Japanese Spiritual 
and Philosophical Traditions, 2013 年 5 月 .
44．仏法哲学から見た現代経営哲学の新しい方向性 , 山中馨 , 世界平和研究 , Vol.39, No.4, 通巻
199 号 , pp.37 -44, 2013 年 11 月 .
45．創価大学における TBL 導入の試み , 関田一彦 , 山中馨 , 創価大学教育学論集 , 2014 年 2 月 .
46．女性社会企業家の活躍と人間主義思想 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 38 巻 第 1 号 , pp.85 - 100, 
2014 年 3 月 .
47．池田人間主義哲学と日本人経営者のリーダーシップ , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 38 巻 第 2・
3 合併号 , pp.41 -49, 2014 年 3 月 .
48．CSR、CSV、SDGs にみる人間主義経営の真像 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 40 巻 , pp.1 - 18, 
2016 年 3 月 .
49．「人間主義経営」概説 , 山中馨 , 創価経営論集 , 第 41 巻 第 1 号 , pp.55 -67, 2016 年 12 月 .
